
田原本町立北中学校

令和４年６月

第３号

今年度も田原本町立図書館から司書の方に来ていただき、ブックトークをしていただきまし

た。ブックトークというのは、あるテーマに沿って本を紹介するものです。１年生では「読書

の楽しみ」、２年生では「働くことの意義」というテーマでブックトークを実施して頂きまし

た。学年に応じた内容で、それぞれに手応えを感じてくれたようです。紹介していただいた本

の中から一冊でも多く手に取り、そして読んでくれることを願っています。

３年生は授業数の関係上、ブックトークを実施することはできませんが、生涯を通じて読書

に親しみ、読書から多くのことを学び取ってほしいと思います。

【その他の本】

『とんでもない』／鈴木 のりたけ (アリス間)

ぼくはさいのよろいのようなりっぱなかわがうらやましい。でもじつはさいはうさ

ぎがうらやましくて…どうぶつたちのなやみとは?

『マイブラザー』／草野 たき（ポプラ社）

家族の事情をきっかけに、志していたエリート中学の受験を諦めた中学2年生・

海斗は、5歳児の弟・総也の面倒をみる毎日を過ごしている。未来への希望をもた

ず、心を開く友人もおらず、ひたすらイクメンライフに没頭し毎日を消化していた海

斗だったが、あるとき保育園時代の幼馴染5人と嫌々ながら同窓会をすることに。

総也をタテに、平穏な日々を守ろうとする海斗だったが……。

5歳児に振り回され、かき乱されるなかで、向き合わざるをえなくなる14歳たちの

今は、滑稽でちょっと残念だけれども愛おしい。笑って泣ける成長小説!

『給食のおにいさん』／遠藤 彩見（幻冬舎）

コンクールで優勝するほどの腕をもちながら、給食調理員として働くことになっ

た宗。子ども嫌いな彼を待っていたのは、保健室登校生や太ってしまった人気子役

など問題を抱える生徒ばかり。さらにモンスターペアレントまで現れて。大人になり

きれない料理人は給食で子供達を救えるか?笑いと感動そしてスパイスも効いた

食育&青春小説。

すべて借り

られます！

『夜明けの図書館』／埜納タオ（双葉社）

市立図書館で働く新米司書・ひなこ。日々、利用者からはいろんな質問が…。

「ある写真を探している」「光る影の正体が知りたい」など、難問ばかり。こうした

疑問に対し、適切な資料を紹介するのも図書館の仕事。ひなこ、迷宮入りしそうな

利用者の「？」に立ち向かいます！ 史上初！？ 新感覚・ライブラリーコミック！



１年生は日頃から本当にたくさんの人が図書室を利用してくれています。でも、この日はいつもとは違

いました。給食を食べ終わるのが少し遅くなって、慌てて図書室を開けに行くと、図書室前には黒山の

人だかりが･･･！ 鍵を開けた瞬間、ブックトークで紹介してくださった本の所にダッシュ！ そして、次々

と紹介された本を借りていってくれました。ブックトークの後はいつも貸し出し冊数が増えるのですが、こ

んなに爆発的に増えたのは初めてだったので、とてもうれしかったです。

【その他の本】

『そして、バトンは渡された』／瀬尾 まいこ（文藝春秋）

幼い頃に母親を亡くし、父とも海外赴任を機に別れ、継母を選んだ優子。

その後も大人の都合に振り回され、高校生の今は二十歳しか離れていない“父”

と暮らす。

血の繋がらない親の間をリレーされながらも、出逢う家族皆に愛情をいっぱい

注がれてきた彼女自身が伴侶を持つとき――。

『逆ソクラテス』／伊坂幸太郎（集英社）

逆転劇なるか!? カンニングから始まったその作戦は、クラスメイトを巻き込み、

思いもよらぬ結末を迎える――「逆ソクラテス」

足の速さだけが正義……ではない? 運動音痴の少年は、運動会のリレー選手に

くじ引きで選ばれてしまうが――「スロウではない」

最後のミニバス大会。五人は、あと一歩のところで、“敵”に負けてしまった。アンハ

ッピー。でも、戦いはまだ続いているかも――「アンスポーツマンライク」

ほか、「非オプティマス」「逆ワシントン」――書き下ろしを含む、無上の短編全5編

を収録。

『生き物が大人になるまで~「成長」をめぐる生物学』／稲垣 栄洋

（大和書房）

子どものほうが大人より大きなカエルやペンギン、溺愛した子を突然突き放すキ

ツネ、遊びから狩りを学ぶライオン、大小2つの種を持つオナモミ、踏まれたら立ち

上がらない雑草――。

自然界の動物や植物は、さまざまな個性をもって「成長」していきます。

一方で、人間の「成長」は、得てして順番を競ったり、平均値と比べたりと、画一的

なものさしで計られることが多いようです。

本書では、そんな人間の「成長」について、驚くほど多様で面白い生き物の成

長の仕方から学ぶことを試みます。


